第１学年　道徳指導案
１　主題名　　周りの人々と声をかけ合って良い社会をつくろう〔4－（2）公徳心，社会連帯の精神〕

２　資料名　　無人スタンド〔明るい人生ｐ71～75ただしｐ75の３行目から８行目を除く〕

３　主題について
（１）　生徒観

本学級の生徒は制服の着こなしやチャイム席など、学校や学級で決められた規則を守っており、きまりを意識した学校生活が送れている。継続して行えていることから、生徒の意識が定着しているように感じる。また、はじめは教師からの声かけがなくては、規則に則った行動ができなかったが、最近では自ら規則と照らし合わせて取るべき行動を判断できるようになってきた。
しかし、学級内の学習活動や教室移動の様子を見ていると，自分が取るべき行動を取れていればよいという意識の生徒もおり，間違いに気付けていない生徒に声をかける場面は稀である。
（２）　主題観

社会生活を営むうえで法やきまりを守ることは、最低限必要なことである。しかし、社会生活をさらによりよいものとしていくためには、社会のルールやマナーを大切にして自他への配慮と思いやりをもち、周りの人々と声をかけ合って行動することも必要である。さらに、一人一人がそういった意識を持つことは、よりよい社会をつくるのにつながることに気付くことが重要である。
（３）　指導観
この資料は、一人の少年が農家の庭先にある無人の野菜売り場から、一束百円の野菜を百円で三束持って行くという状況に出くわし、その少年の姿を見ながら一言の注意もできなかった「わたし」が、ささいなことで近所の人々との関係を悪くしないためにも、とがめ立てないほうがよいと農家の奥さんにいさめられる。しかし、少年本人のためにも注意するべきであったという考えを消し去ることができないという内容である。少年の行動に対して釈然としないものを感じた「わたし」について、公徳心に問いかけ、その視点から善悪を正しく判断し、行動することの大切さについて自覚を深めさせることがねらいである。
本時では、無人の野菜売り場での少年の行動をもとに、少年を注意すべきであったと考える 「わたし」と近所の人々との関係を気にして注意しないほうがいいと考える「千葉さんの奥さん」を対比させ、その後に「わたし」が同じ状況に出くわしたという設定で「わたし」の行動を予測することで公徳心の必要性に気づかせ、ねらいとする価値を高めたい。
また、実態を踏まえ，周りの人々に声をかけることがよりよい社会をつくり上げるのが必要であることを気付かせ、それが自分自身のためにもなるのだということを感じ取らせたい。

４　指導計画　　１時間完了　

５　本時の指導

（１）　ねらい

少年の行動を見て見ぬふりをしてしまった「わたし」の心情について考えることを通して、社会の一員であるという自覚を深め、公徳心をもって行動しようとする道徳的実践意欲を高める。
（２）　準備・資料

教師　ワークシート
  （３）　関　連

小６「みんなのために」　２年「傘の下」
（４）　指導過程　　　○　主な発問　　　◎　中心発問
	段
	分
	学習活動・主な発問と予想される生徒の反応
	形資
	手だておよび留意点

	意識化
	５
	１ 無人スタンドとはどんなものか、写真を見て考える。
○　無人スタンドとはどんなものでしょうか。
・物を売っている。・誰もいない。・自分で金を入れて買う。
	斉
	○　今回の題材に関して、写真を見てイメージを持たせる。

	価

値

の

追
求

・

把
握
	５
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11
	２　資料の範読を聞き，話し合う。

(１) 教師の範読を聞き，あらすじを確認する。
(２) 見て見ぬふりをしてしまった「わたし」の気持ちについて話し合う。

○　少年が百円だけ払って立ち去るのを見た「わたし」は、どんな気持ちになったと思いますか。
・　注意してあげなきゃいけない。
・　百円しか払わないなんてずるい。
・　本当は一束百円であることを知らないのかな。

  (３) 千葉さんの言葉を聞いた時の「わたし」の気持ちについて話し合う。
○　千葉さんの「あまり人を疑って見るのは良くないわ。」という言葉を聞いて、「わたし」はどんな気持ちになったと思いますか。
· それでも、お金が足りないことを言うべきであった。
· 納得いかない。
· 言わなくてよかったのかも知れない。
(４) 少年にもう一度会おうと決心した「わたし」の気持ちについて話し合う。

◎　「わたし」が、少年に会おうと決心したのはなぜだと思いますか。
· 本当のことを少年に聞こうと思ったから。
· 今度こそ注意しようと思ったから。
	斉
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	○　「わたし」の気持ちや取った行動に気を付けて聞くように明示しておく。
○　始めに見て見ぬふりをしてしまった「わたし」の気持ちについて考えさせる。

○　あらすじを交えてから発問する。

○　なるべく対立する意見を引き出し、迷いが生じるようにする。
○　「わたし」がこれまで考えたことを踏まえ、もう一度少年に会おうと決心した気持ちを考えることで、ねらいとする価値観へと導く。

	価値の内面的な自覚
	10
	３　過去にあった出来事を振り返り、迷惑行為を見たときの自分の気持ちを考え、見つめ直す。
○　身の回りで、他人の迷惑行為を見たことに、どんなことがありましたか。その時、あなたはどうしましたか。今どう思っていますか。
・　電車の中で大きな声で電話している人がいたが、何もできなかった。注意すれば良かった。
・　教室内で走り回っている人がいた。注意すれば良かった勇気が出なかった。
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	○　これまでの経験を振り返らせ，どうするのが正しかったのか考えさせる。

○　机間指導をし，校内外のことについても振り返らせる。
○　「遵法の精神」に考えが及んでしまわないよう注意して声かけを行う。

	まとめ
	３
	４　公徳心についての教師の説話を聞く。
	斉
	○　公徳心についての教師の体験を話し，余韻を残して終わる。


６ 反　省　　　　　　　　　　　　　　　　
７ 高　評
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